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本
学
は
2
0
2
1
年
度
以
降
の
入
試

に
お
い
て
、
全
学
部
、
全
入
試
区
分
で

学
力
の
３
要
素
を
評
価
し
、
合
格
者
の

判
定
に
活
用
し
ま
す
。一
般
選
抜
の「
主

体
性
等
」
の
評
価
で
は
、
調
査
書
等
を

活
用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
手
段
（
面
接
や

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
）
を
組
み
合

わ
せ
れ
ば
、
自
学
に
と
っ
て
最
適
な
選

抜
が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
て
い
る
最

中
で
す
。
本
学
が
J
e
P
の
実
証
事
業

に
参
加
し
た
の
は
、
こ
の
「
一
般
選
抜

へ
の
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
」
を

研
究
す
る
の
が
目
的
で
す
。

　「
主
体
性
等
」
の
評
価
が
初
め
か
ら

完
璧
に
で
き
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
そ
の

都
度
ベ
ス
ト
な
選
択
を
行
い
、
全
体
を

よ
り
よ
い
も
の
に
近
づ
け
て
い
く
と
い

う
考
え
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
入
試
を
変
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
入

学
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
変
え
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。「
主
体
性
等
」
の

評
価
が
選
抜
に
加
わ
れ
ば
、
積
極
的
に

学
ぶ
学
生
の
割
合
が
高
ま
る
と
期
待
で

き
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

や
双
方
向
の
講
義
を
増
や
す
こ
と
も
検

討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
I
C
T
が
発
達
し
た
社
会

で
は
、
知
識
を
持
つ
こ
と
の
意
味
が
薄

れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
、
知
識

を
活
用
す
る
力
は
、
よ
り
一
層
重
要
度

を
増
し
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
で
求
め

ら
れ
る
力
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
な
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
大
学
は
社
会
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
せ
る
人
材
の
育
成
を
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
る

た
め
に
も
、「
主
体
性
等
」
の
評
価
と

育
成
は
重
要
で
あ
り
、
大
学
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（
談
　
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
長
・
川
上
浩
良
教

授
）
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全
学
部
、全
入
試
区
分
で

「
主
体
性
等
」の
評
価
を
実
施

首
都
大
学
東
京

大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）実証事業参加大学

国立大
（10大学）

特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成

学生数／約9200人
学部／人文社会、法、経済経営、理、都市環境、
システムデザイン、健康福祉

青山学院、朝日、追手門学院、桜美林、大阪医科、神奈川、関西＊、関西医療、関西国際、関西学院＊、岐阜聖徳学園、九州共立、京都学園、
群馬パース、皇學館、甲南女子、神戸海星女子学院、神戸女子・神戸女子短期、國學院、駒澤、城西・城西短期、上智、昭和女子、昭和薬科、
創価、筑紫女学園、千葉商科、中央、中京、天理、東洋、東洋英和女学院、同志社＊、南山、日本女子体育、日本福祉、兵庫医療、広島工業、
広島文教女子、福岡工業、法政、北星学園・北星学園大学短期大学部、武蔵、武蔵野、明治、立教、立正、立命館＊、龍谷、麗澤、和光、早稲田＊

　
本
学
は
こ
れ
ま
で
も
A
O
入
試
に
お

い
て
多
面
的
評
価
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
書
類
審
査
で
は
高
校
で
の
学
び

や
活
動
を
通
し
て
、「
主
体
的
に
取
り

組
む
姿
勢
」「
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
」

「
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
よ
う
と

す
る
態
度
」「
他
者
と
と
も
に
課
題
に

向
き
合
う
行
動
力
」
を
評
価
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
入
学
後
の
成
長
イ
メ
ー

ジ
や
、
卒
業
後
、
い
か
に
社
会
に
貢
献

で
き
る
か
な
ど
、
連
続
性
の
あ
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
け
て
い
る
か
も
確
認
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
適
切
に
評
価
す
る

た
め
受
験
生
に
は
、入
学
志
願
者
調
書
、

調
査
書
の
ほ
か
に
、「
自
己
申
告
書
」（
自

己
P
R
な
ど
）、「
人
物
評
価
書
」（
第

三
者
評
価
）、「
活
動
報
告
書
」（
学
校

内
外
で
の
活
動
歴
、
資
格
取
得
状
況
な

ど
）
の
提
出
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　「
主
体
性
等
」
の
評
価
に
は
、
活
動

報
告
書
の
内
容
が
濃
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
高
校
生
が
e

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
て
、
活
動

報
告
書
に
記
載
す
る
内
容
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
期
待
し
、
J
e
P
へ
の
参
加

を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
は

2
0
2
0
年
を
め
ど
に
完
全
W
E
B
出

願
に
切
り
替
え
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
J
e
P
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
提

出
書
類
の
紙
か
ら
デ
ー
タ
へ
の
切
り
替

え
を
促
進
し
、
入
試
の
事
務
処
理
負
担

軽
減
や
デ
ー
タ
活
用
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
期
待
は
入
試
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
生
は
正
課
内
外

で
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
経
験
を
し
ま
す

が
、
そ
れ
を
内
省
し
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
実
で

す
。
自
ら
の
学
び
や
経
験
を
書
き
留
め

る
こ
と
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
や
セ
ル

フ
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
す
る
礎
に
な
り
ま

す
。
そ
の
教
育
効
果
に
も
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。（
談
　
入
学
部
〈
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
〉
部
長
・
高

原
幸
治
）

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

関
東
学
院
大
学学生数／約１1000人

学部／国際文化、社会、法、経済、経営、理工、
建築・環境、人間共生、教育、栄養、看護

　
本
学
は
、
I
R
と
連
動
さ
せ
た
入
試

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、

本
学
の
教
育
で
「
伸
び
る
学
生
」
の
高

校
時
代
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

分
析
結
果
を
入
試
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
現
在
、
紙
の
状
態
で

保
管
さ
れ
て
い
る
過
去
９
年
分
の
入
試

資
料
を
デ
ー
タ
化
し
、
入
学
後
の
成
績

や
卒
業
後
の
就
職
先
の
デ
ー
タ
等
と
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
伸
び
る
学

生
像
」を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
調
査
書
の
項
目
等
も
変
数
と

し
て
活
用
し
、
基
礎
学
力
を
含
め
、
高

校
時
代
の
活
動
歴
を
評
価
・
検
証
し
た

う
え
で
、
新
た
な
評
価
軸
に
沿
っ
た
入

試
・
高
大
接
続
モ
デ
ル
の
開
発
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
J
e
P
に
対
し
て
は
、
利
用
者
が
増

え
、
将
来
の
高
大
接
続
に
お
け
る
全
国

デ
ー
タ
の
分
析
が
進
み
、
各
大
学
の
入

学
者
選
抜
に
役
立
つ
情
報
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
高
校
時

代
の
デ
ー
タ
と
大
学
で
の
デ
ー
タ
が
つ

な
が
り
、「
高
等
教
育
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
分
析
」
が
進
め
ば
、
そ
の
デ
ー
タ
を

日
本
全
体
の
教
育
改
善
に
活
用
す
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
収
め
ら
れ
た
学
生

個
人
の
情
報
は
、
就
職
活
動
時
の
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
分
野
で
活
用
が
進
む
「
ス

カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
」
や
、
A
I
を
活
用
し

た
「
レ
コ
メ
ン
ド
」
等
へ
の
利
用
も
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
か
ら
、
よ
り
精

密
な
入
学
者
の
情
報
を
取
得
で
き
れ

ば
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
入
学
前
準

備
教
育
も
可
能
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
学
部
ご
と
に
行
っ
て
い

た
こ
と
を
全
学
共
通
に
し
て
、
改
革
の

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
入
学
前
準
備
教
育
は
全
学
共
通
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
え
て
い
く
予
定
で

す
。（
談
　
広
報
課
長
兼
入
試
セ
ン
タ
ー

広
報
担
当
課
長
・
安
田
智
宏
）

活
動
報
告
書
記
載
内
容
の

充
実
に
つ
な
げ
る

桜
美
林
大
学

学生数／約9400人
学群／リベラルアーツ、グローバル・コミュニケーション、
ビジネスマネジメント、健康福祉、芸術文化

大阪＊、大阪教育＊、岡山、金沢、群馬、佐賀、島根、東京医科歯科、東京農工、長崎

2019年度入試等活用大学。最新情報はホームページ参照（https://jep.jp） ＊はコンソーシアム大学。

島根県立・島根県立大学短期大学部、首都大学東京、横浜市立公立大
（３大学）

私立大
（52大学）

（2018年２月23日現在）

 「主体性等」をどう測るか？課題1

▼
全
入
試
区
分
で「
主
体
性
等
」

　の
評
価
を
実
施

▼
実
証
事
業
に
参
加
し
、評
価

　手
法
を
研
究

▼
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
も

※2018年４月に学部再編

※2018年４月より

▼
入
試
で
は
記
載
内
容
の
充

　実
と
事
務
処
理
負
担
軽
減

　や
デ
ー
タ
活
用
に
期
待

▼
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
の
教

　育
効
果
に
も
期
待

「主体性等」の評価と
学びの記録への期待
入試における「主体性等」分野の評価を研究する「大学入学者選抜改革推進委託事業」。
本ページからは、「JAPAN e-Portfolio」（以下JeP）に対する関係者の声を紹介する。
まずは、実証事業に参加する大学に
「『主体性等』の評価を全入試区分で実施することに対する意見」、
「JePの実証事業への参加目的と期待」などを聞いた。 実証事業

参加大に
聞く！

高校は？

文科省は？
新規参加大は？

※
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文部科学省  高等教育局
大学振興課  大学入試室長

山田泰造
やまだたいぞう●1999年入省後、
文化庁、高等教育局、研究振興局、
初等中等教育局を経て藤沢市教育
委員会に出向、教育次長を務める。
2015年より科学技術政策局政策課
国際戦略室専門官、高等教育局国
立大学法人支援課国立大学戦略室
長を経て、2017年4月より現職。

特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成

　
本
学
は
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
ブ
ラ

ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「『
モ
ラ
リ
ス

ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
』
を
育
む
。」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
主
体
性

等
」
の
育
成
は
本
学
の
教
育
目
標
に
内

在
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
中
で
も
本
学
の
場
合
、「
社
会
や

組
織
、
他
者
の
た
め
に
動
く
こ
と
が
で

き
る
こ
と
」
が
、「
主
体
性
等
」
の
重

要
な
要
素
に
当
た
り
ま
す
。
現
在
、

A
O
入
試
の
中
で
地
球
環
境
科
学
部
で

は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
入
試
」
を
実

施
し
て
お
り
、「
他
者
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
て
行
動
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
」
と
い
う
点
を
評
価
軸
に

置
い
て
い
ま
す
。
他
の
方
式
で
も
「
主

体
性
等
」
の
評
価
は
、
こ
の
観
点
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
多
面
的
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
大
学

側
か
ら
見
た
評
価
と
、
受
験
生
本
人
が

提
出
す
る
情
報
を
総
合
し
て
選
抜
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
一
般
選
抜
で
は
調

査
書
の
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
評
価
に
迷
う
場
面
も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。そ
の
た
め
、e
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容

を
組
み
合
わ
せ
た
評
価
法
の
検
討
を
始

め
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
項
目
に
注
目

す
る
と
本
学
ら
し
い
選
抜
に
つ
な
が
る

の
か
を
、
今
回
の
J
e
P
の
実
証
事
業

を
通
し
て
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
独
自
の
入
試
改
革
も
進
め
て
い

き
ま
す
。
2
0
1
9
年
度
入
試
か
ら
は

論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
を
評
価
す
る

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
型
入
試
や
、
部
活
や
課
外

活
動
で
の
持
続
的
な
取
り
組
み
を
評
価

す
る
入
試
な
ど
、
新
た
な
制
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
変
化
の
激
し
い
社

会
で
は
い
ち
早
く
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

動
き
な
が
ら
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
職
員
も
勉
強
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ

フ
ィ
サ
ー
の
育
成
も
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。（
談
　
学
長
補
佐・永
井
智
准
教
授
）

　
今
回
取
材
し
た
大
学
は
、「
主

体
性
等
」
の
評
価
を
単
に
選
抜
方

法
の
変
更
と
し
て
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
大
学
の
教
育
を
改
善
す
る

好
機
と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。

　「
ど
う
育
て
る
か
が
大
事
」（
首

都
大
学
東
京
）
と
の
指
摘
に
あ
る

よ
う
に
、
入
学
者
の
変
化
に
合
わ

せ
て
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見

直
す
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　「
キ
ャ
リ
ア
や
セ
ル
フ
ブ
ラ
ン

ド
を
形
成
す
る
礎
と
な
る
」（
桜

美
林
大
学
）、「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

型
の
入
学
前
準
備
教
育
も
可
能
」

（
関
東
学
院
大
学
）
と
い
っ
た
声

か
ら
は
、
高
大
で
の
教
育
や
情
報

の
連
携
に
よ
る
教
育
改
善
へ
の
期

待
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
た
め
に
は
、「
入
試
改
革

の
趣
旨
を
ふ
ま
え
て
、
自
学
の
入

試
を
変
え
て
い
く
中
で
、Ｊ
ｅ
Ｐ

や
共
通
テ
ス
ト
の
活
用
の
し
か
た

を
考
え
る
」（
立
正
大
学
）
と
い
っ

た
、
大
学
自
身
が
変
化
を
主
体
的

に
取
り
込
ん
で
い
く
姿
勢
が
重
要

だ
ろ
う
。

実
証
事
業
に
参
加
し

本
学
ら
し
い
評
価
を
研
究

立
正
大
学

学生数／約１0500人
学部／仏教、文、経済、経営、心理、
法、社会福祉、地球環境科学

　
本
学
は
、
I
R
と
連
動
さ
せ
た
入
試

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、

本
学
の
教
育
で
「
伸
び
る
学
生
」
の
高

校
時
代
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

分
析
結
果
を
入
試
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
現
在
、
紙
の
状
態
で

保
管
さ
れ
て
い
る
過
去
９
年
分
の
入
試

資
料
を
デ
ー
タ
化
し
、
入
学
後
の
成
績

や
卒
業
後
の
就
職
先
の
デ
ー
タ
等
と
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
伸
び
る
学

生
像
」を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
調
査
書
の
項
目
等
も
変
数
と

し
て
活
用
し
、
基
礎
学
力
を
含
め
、
高

校
時
代
の
活
動
歴
を
評
価
・
検
証
し
た

う
え
で
、
新
た
な
評
価
軸
に
沿
っ
た
入

試
・
高
大
接
続
モ
デ
ル
の
開
発
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
J
e
P
に
対
し
て
は
、
利
用
者
が
増

え
、
将
来
の
高
大
接
続
に
お
け
る
全
国

デ
ー
タ
の
分
析
が
進
み
、
各
大
学
の
入

学
者
選
抜
に
役
立
つ
情
報
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
高
校
時

代
の
デ
ー
タ
と
大
学
で
の
デ
ー
タ
が
つ

な
が
り
、「
高
等
教
育
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
分
析
」
が
進
め
ば
、
そ
の
デ
ー
タ
を

日
本
全
体
の
教
育
改
善
に
活
用
す
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
収
め
ら
れ
た
学
生

個
人
の
情
報
は
、
就
職
活
動
時
の
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
分
野
で
活
用
が
進
む
「
ス

カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
」
や
、
A
I
を
活
用
し

た
「
レ
コ
メ
ン
ド
」
等
へ
の
利
用
も
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
か
ら
、
よ
り
精

密
な
入
学
者
の
情
報
を
取
得
で
き
れ

ば
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
入
学
前
準

備
教
育
も
可
能
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
学
部
ご
と
に
行
っ
て
い

た
こ
と
を
全
学
共
通
に
し
て
、
改
革
の

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
入
学
前
準
備
教
育
は
全
学
共
通
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
え
て
い
く
予
定
で

す
。（
談
　
広
報
課
長
兼
入
試
セ
ン
タ
ー

広
報
担
当
課
長
・
安
田
智
宏
）

新入試への移行に向けたスケジュール  
2017年度 

＊編集部にて作成

実証事業
参加大に

聞く！

ーー入試における「主体性等」の評価の現
状を、どのように見ていますか。
　推薦・AO入試では、現状でも「主体性等」の
評価は十分に取り組みがなされているようです。
特にAO入試では、丁寧に時間をかけて「主体
性等」を評価している大学が多く見られるように
なったと思います。
　他方一般入試では、評価方法・システムが確
立されていないこともあり、「主体性等」の評価
は進んでいません。「大学入学者選抜改革推
進委託事業」は、この課題を解消するためのも
のです。「主体性等」の評価尺度・基準の開
発、eポートフォリオとインターネットによる出願シ
ステムの構築などを、関西学院大学を代表校と
したコンソーシアムに委託しています。

ーー３年事業の２年目が経過しました。４年
目以降の展開は、決まっているのでしょうか。
　文科省としては「主体性等」の評価をより推
進していきたいという考えは強く持っています。
2019年度以降の取り組みを推進する施策に
ついては、事業の成果等を見極めながら、次の
方向性の検討を進めます。方向性としては、「実
証研究をさらに重ねていく」「利便性をより高め
るため、eポートフォリオのシステム開発に注力す
る」「できあがったシステムの普及フェーズに移
る」など、いくつかの可能性があります。コンソー
シアム参加大学、その他の大学、高校、それぞ
れの考えをお持ちでしょうから、それらの意見を
しっかり受け止めて、知恵をいただきながら結論
を出したいと考えています。

ーーeポートフォリオに関連して、「調査書の
デジタル化」にも関心が集まっています。
　高校が作成する正式な書類は調査書なの
で、選抜で利用する生徒の基本情報は調査書
をベースにすることは今後も変わりがありませ
ん。将来的に調査書をデジタル化することを考え
ていますが、それには課題が２つあります。一つ
は学校長の押印をどうするかという問題。もう一
つは、高校から大学に提出するルートの問題で
す。後者に関しては、eポートフォリオと同じルート
を利用して、ワンストップで大学に提出するのが
よいのか、それとも別ルートのほうがよいのか、出
願システムに詳しい民間企業の意見も聞きなが
ら、電子調査書のあり方について内々で検討を
始めています。

ーー新入試への対応が本格化します。大学
への期待をお聞かせください。
　実際に、「主体性等」の評価を一般入試に
一斉導入するとなるとハードルは高いでしょうか
ら、段階的な検証を重ねながら広げていってい
ただきたい。共通テストが実施される2020年度
と、次期学習指導要領に対応した入試が実施
される2024年度の２段階に分けて、改革を検
討する大学が多いと思います。
　一般入試を含めて、段階的で構わないので

「主体性等」の評価の導入を検討することが大
事です。一部からでも実施することによって、「自
学が求める学生が獲得できるようになった」と
いう実感が得られ、本格導入に向けて動き出す
大学が増えていくと期待しています。

段
階
的
な
検
証
を
重
ね
一
般
入
試
で
も

「
主
体
性
等
」の
評
価
実
施
を

「実施方針」の策定・公表（７月）
プレテスト実施（１１月、２月）

「大学入学英語成績提供システム」
参加資格・検定試験の決定（３月末）

JAPAN e-Portfolio実証事業への
参加申込み（１月末締め切り）

2020年度2019年度2018年度

新入試対応方針の検討

プレテスト実施（１１月）

JAPAN e-Portfolio実証事業実施

受験生の準備に大きな影響を
与える事項の予告

「実施大綱」の策定・公表（初頭）
確認プレテスト実施（今後検討）

「大学入学共通テスト」の実施（１月）

大学への成績提供開始（４月以降）

各大学の
動き

主体性等
分野委託事業

英語４技能
評価

共通テスト
導入

「主体性等」の評価推進は重要
事業の成果を基に方向性を検討

調査書のデジタル化も
検討をスタート

新入試対応の周知など 入試要項公表→新入試スタート

 「主体性等」をどう測るか？課題1

変
化
を
取
り
込
み

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

文
科
省
に
聞
く
！

編
集
部
よ
り

▼
I
R
と
入
試
改
革
が
連
動

▼
調
査
書
を
分
析
し
、「
自
学

　で
伸
び
る
学
生
像
」を
把
握

▼
J
e
P
に
は「
ビ
ッ
グ
デ
ー

　タ
分
析
」を
期
待

▼「
主
体
性
等
」の
評
価
軸
は

　建
学
の
精
神

▼
独
自
の
入
試
改
革
に
も
着
手

▼
い
ち
早
く
ス
タ
ー
ト
を
切
り

　動
き
な
が
ら
改
善
す
る


